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特集：ＩＴビジネス大放談会

今週は第5回目のＩＴ戦略会議1が開催され、ＩＴ基本法が衆議院を通過しました。来年

度の概算要求では、各省庁がＩＴ関連で5000億円の予算を要求中。民間でも家計消費が伸

び悩む中で、ＩＴを中心とする民間投資が景気を下支えしています。

日本中が「ＩＴ」を連呼している感があるものの、議論の中身はかなり怪しいものも多

いように思います。本誌もかねがねこのテーマに関心を寄せておりますが、最近、ＩＴ関

係者から聞いた意見の中から興味深いものを取り上げ、架空の6人の人物によるディスカ

ッション形式でまとめてみました。例によって、一部は取材、一部は私見を盛り込んだフ

ィクションの座談会であることをお断りしておきます。

○登場人物

（Ｂ）Bureaucrat：霞ヶ関の若手官僚。ＩＴ政策を担当。

（Ｖ）Venture：ベンチャー起業家。コンテンツの流通業を経営中。

（Ａ）Academic：経営学教授。ＭＢＡコースでe-commerceの授業を担当。

（Ｆ）Foreign：某外資系ＩＴ企業勤務。日本での事業を検討中。

（Ｊ）Journalist：ジャーナリスト。最近、ネットベンチャーに関する著書を出版。

（Ｅ）Economist：商社勤務の企業エコノミスト。司会を兼任。

                                                       
1 1～4回までの議事録は公開されている。http://www.kantei.go.jp/jp/it/goudoukaigi/index.html
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●ニッポンＩＴの現状

（Ｅ）最近のＩＴフィーバーに対してどんな

感想をお持ちでしょうか。

（Ｊ）実は私、1995年に某総合誌で「ＩＴ」

の特集をやったことがあるんです。そしたら

読者アンケートで、1年間でいちばんつまら

ない記事という名誉ある評価を受けてしまい

ました。なんとも隔世の感がありますね。

　「そういうのは日本じゃなじまないよ」な

んて言ってた人たちに、「見たか」と言って

やりたいですな。

（Ｆ）1995年頃というと、米国では情報スー

パーハイウェー構想が注目を集めていた頃で

すね。クリントン政権は財政再建のために、

ＩＴを使った政府組織の再構築をやっていた

んです。そこで政府の手続きを紙からネット

ワークに移していった。

　さらに96年には、電気通信法を改正し、放

送と通信業者の相乗りを認めるとか、通信料

金を大幅に引き下げたりしている。そういう

成果が今になって現れている。日本の場合は

これからですが。

（Ｂ）沖縄サミットでデジタルディバイドを

克服するためにＩＴ支援をする、と打ち出し

ましたが、正直なところ日本は途上国を支援

している場合ではないんです。インターネッ

ト普及率でいうと、アジアではシンガポール、

香港、韓国、台湾に次いで5番目になってい

る。

（Ｅ）日本が進んでいる面もありますよね。

（Ｂ）大型汎用機の分野で世界に残った4社

のうち、3社は日本ですよね2。だから技術自

体で遅れをとってはいないんです。アメリカ

                                                       
2 日立、富士通、ＮＥＣ

との違いは、向こうでは新しい企業がどんど

ん誕生したということ。サンマイクロ、オラ

クル、シスコなど、入れ替わり立ち代り主役

が交代した。この活力が真似できない。

　惜しまれるのはバブル崩壊で情報通信投資

が激減したことです。80年代までは日米では

ほとんど差がなかったけど、直近では2倍近

くの差があります。つまり、ＩＴにおいても

失われた90年代があったということです。

（Ｊ）ｉモードの成功は誰もが認めるところ

ですけど、ドコモを取材するとあれは「企業

としての異常なまでの余裕」のお陰じゃない

かと思える。つまり急成長による超過利潤が

あって、技術オタクのような人たちが寄って

たかってｉモードを作った。電電ファミリー

の体質がどこまで変わったかは疑問です。

（Ｂ）それだけの商品力を持ちながら、アジ

アで使われていないのは残念です。中国では

すでに6000万人が携帯電話を使っていますが、

日本のシェアはわずか5％。これは何とかし

たい。世界的な携帯電話の大競争時代が始ま

っているのですから。実際、日本の携帯はア

ジアですごく人気があるんです。着信音が和

音というだけで、見ている人の目が輝く。

（Ｖ）そういう製品が、競争ではなくて独占

から誕生するところが日本らしいね。

（Ａ）私は日本企業の競争力は米国に比べて

けっして劣ってはいないと見ているんです。

たとえば新型自動車の開発期間はフォードは

30ヶ月、トヨタは12ヶ月。ハードでもソフト

でも実力はあるんです。問題は高コスト体質

ですよ。物流でも金融でも、企業がそれぞれ

の機能を自社で丸抱えにしている。いわば系

列ごとに新幹線や東名高速を持っているよう

なもの。インフラさえしっかりすれば、競争

力は回復できると思います。
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●求められるインフラ整備とは

（Ｅ）そこでＩＴのためのインフラをどうす

るか。通信網の整備からＰＣリテラシーの向

上、あるいは人材育成とか、いろんな意味が

あると思います。日本の場合は、どのへんか

ら手がけるべきでしょうか。

（Ｆ）ブロードバンド、大容量通信網が必要

なのは間違いないでしょう。たとえば千代田、

港、新宿区あたりなら、民間で道路掘ってケ

ーブルを埋めて、企業向けにプロバイダーサ

ービスをやれば十分採算が取れると思う。訴

訟の費用なんかももちろん含めてですよ。で

も、実際問題としてはできない。いろんな規

制が多すぎるし、区役所レベルで抵抗された

りする。お手上げですよ。

（Ｂ）中国あたりなら、政府が強権発動して

インフラ整備するんでしょうけどね。

（Ｊ）政策面でいろいろ動くのが賢明かどう

かは分かりませんよ。せっせと光ファイバー

を敷いていたら、今になってＤＳＬが出てき

て慌ててみたり。技術の変化によって信じら

れないようなことが起こる。そういう思い違

いが絶えないのがＩＴの世界だから。

（Ｂ）先が見えないのはともかくとして、イ

ンフラ整備はやっぱり重要ですよ。「政府は

環境整備に徹するべし」なんていう建て前論

が多いけれど、このままだとどうなるのか心

配です。

（Ｖ）具体的に通信インフラでどんなことを

やっているかというと、電柱には電線と電話

線があるでしょう。二つの線の間に別の線を

這わせようとすると、間隔を30センチ以上空

けるのが決まりごとなんです。そうすると実

際問題として2本しか取れない。地元のＣＡ

ＴＶが1本取ると、もう新規参入が難しい。

そういうさびしい状況なんです。

（Ｆ）別に30センチにこだわる必要はなくて、

もっと弾力的にやればいい。インフラ整備に

は膨大なお金がかかるけど、それがＩＴをや

るときの難点なんです。その点、電力会社と

いうインフラを使わない手はない。彼らはま

だ十分に可能性を活かしていないと思う。

（Ｅ）ブロードバンドを入れることで、どん

な新しいサービスが可能になるのでしょう。

（Ｆ）そう、コンテンツが問題です。うちは

ネット上でニュースやエンタテイメントを公

開するサービスを始めています。動画でやり

ますから、ブロードバンドが普及しないと困

る。それもなるべく早く。

　でもインフラが整備されたところで、われ

われが提供するコンテンツが受けなかったら

どうしようもない。視聴者が「巨人戦とＳＭ

ＡＰが出るバラエティ番組さえ見られればい

い」と思ったら、地上波のテレビがあればそ

れで十分だということになる。視聴者が「え

っ、こんなのが見られるの？」と思うような

コンテンツを用意しなければ。

　つまりインフラとコンテンツがクルマの両

輪でなければならない。

（Ｊ）私は今後、新しいサービスがどんどん

出てくると思いますよ。今は通信と放送の垣

根がどんどん見えなくなっている。既存の放

送メディアは、放送法や記者クラブ制度など

に守られてきた。ところがインターネット上

は「やりたい放題」の世界なわけですよ。郵

政省がダメだと言っても関係ない。視聴者に

とってはそっちの方が面白い。だからメディ

アの世界はこれからすごい変化を遂げますよ。

（Ｂ）同感。最近のアメリカでは、ブラック

ボックスというデジタル型ビデオデッキが普
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及しつつある。これは視聴者の好みに沿って、

毎週いろんな番組を録画してくれる機械なわ

け。そういうのが定着したら、「毎週月曜9

時には家でドラマを見る」みたない決まり事

は根底から崩れてしまう。生活スタイル自体

が変わってしまう。

（Ｊ）極端な話、商業メディアとかスポンサ

ーシップのあり方まで危機に瀕しているかも

しれない。関係者の自覚がどこまであるか疑

問だけど。

●ネットビジネスの本質とは

（Ｅ）そこで気になるのは、どうやって金を

儲けるかです。この秋からナスダックなどで

ハイテク関連株が下落していますが、「ＩＴ

は金にならない」という見方が急速に広がっ

ている。以前はとにかく成長性があればいい、

という感じだったけど、これからは収益性が

乏しいと投資資金は逃げていってしまう。

（Ｖ）これは昔からの持論なんだけど、イン

ターネットって儲からない世界なんじゃない

か。もともとフリーでオープンなスペースな

んだから。ネット上でコンテンツを提供する

として、それでお金を集めようと思ったら課

金するか、広告で回収するか、どちらかしか

ない。でも課金すれば客は減るし、広告には

限りがある。収益源は限られている。

（Ａ）ネットビジネスはかならず消費者側が

有利になるという法則があるんです。なぜな

ら情報の不平等性がなくなるから。インター

ネット上では「同じ商品をどこで買うといち

ばん安いか」教えてくれるサービスも始まっ

ている。そこで1円でも安い方に100％の客が

集まる。ゆえに売り手は無限のダンピングを

余儀なくされる。

　ではどうしたらいいかといえば、電子商取

引で成功したかったら、ネットでなければ出

来ないような仕組みを作ることです。たとえ

ばプライスライン・ドットコムは、ネットを

使ったリバース・オークションの会社ですが、

このサービスは遊休資産の活用につながるわ

け。そういうオリジナリティがないと、成功

は望みにくい。

（Ｅ）電子商取引では米国が圧倒的に進んで

いるという印象がありますが。

（Ｂ）Ｂ２Ｃ取引だけに限ってみれば日米で

40倍の差があるといわれています。しかし日

本でも急拡大中ですから、ちょうど3年くら

い後を追いかけている感じです。

（Ａ）米国の優位性としては、①クレジット

カード文化、②コールセンターや通信販売の

存在、③アウトソーシングの伝統などが挙げ

られます。反対に日本の場合はネットのセキ

ュリティに対する不安が強い、アクセス料が

高いといった問題点がある。あと最大の障害

は英語でしょうね。インターネット上の言語

の85％は英語ですから。

（Ｊ）逆に電子商取引に対する日本の優位性

としては、「3つのＣ」がありますね。①コ

ンビニ(Convenience)が多い、②携帯電話

(Cellular Phone)の普及、それに③カーナビ

(Car-Navigation)の存在です。

（Ｅ）電子商取引ではまず、「クリック型」

といわれるベンチャー企業がＢ２Ｃで先行し

て、最近になって「ブリック型」といわれる

大企業が主にＢ２Ｂに取り組み始めています。

いずれに商機があると見ていますか。

（Ａ）クリック型といえばすぐアマゾン・ド

ットコムの話になりますが、あまりうまく行

っていません。小売も物流も知らない人たち

が、倉庫や運送手段を抱えて使いこなせると
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は思えない。ビジネスは無数の細かなノウハ

ウの集合体ですよ。ネットが分かっているだ

けではダメです。彼らの場合は資産を抱え込

まず、プロセス管理と顧客との関係をしっか

りやることが鍵でしょう。

　ではＢ２Ｂはといえば、既存の取引がすべ

てオンラインになることはないだろうけど、

ある程度は転換していくだろう。そこをうま

くできるかどうかが鍵であって、ことによれ

ば10年後には「電子商取引は日本に学べ」と

いう話になるかもしれない。そのためには、

ロジスティクスや金融といった実務に精通し

た人たちが、使い勝手のいいシステムを構築

していくことが必要です。

　その点で絶好のポジションにいるのが商社

だと思います。日本経済の「何でも自前主義」

を打破するために、商社の役割は大きい。

●ＩＴビジネスへの戦略を求めて

（Ｅ）突然持ち上げられて困ってしまいまし

たが、具体的に何を始めたらいいか困ってい

る、というのが正直なところです。ひとくち

に e-Commerceといっても、Ｂ２Ｂ、Ｂ２Ｃ、

ソリューション、金融サービス、ＳＣＭ、コ

ンテンツ供給といろんな可能性がある。

（Ｖ）ネットビジネスは初めに投資ありきで

す。ところが投資は「千三つ」の世界。外資

系の投資銀行が、鳴り物入りで作ったＩＴフ

ァンドがまったく空振りに終わったりする。

本当に有望な投資先というのは、最初にごく

限られた、技術に詳しい「目利き」の人たち

に知らされるんです。彼らが取り上げなかっ

た案件が、ぐるぐる回って最後に大企業のと

ころへやってくる。そんな持ち込み案件に金

を出したら、まず失敗しますよ。

（Ｊ）大企業の人はよく、「この市場は2005

年にはＸ兆円くらいになるだろう、だったら

その10％を取ればＸＸくらいの儲けになる」

みたいなことを言うんです。でも、本気で新

しい仕事を創造するつもりだったら、自分の

作った事業がそのまま100％のシェアになる

はずでしょう。人の後をついて行こうという

考えが抜けていないんですよ。それだったら、

最初から近づかない方がいい。

（Ａ）投資戦略を考えるのだったら、市場規

模だけじゃなくて、いろんなモノサシを持た

なければ。ビジネスのスピード、収益性、発

展性など、いろんな角度から見なければなら

ないし、しょっちゅう見直すことも必要です

からね。とくに重要なのは自社の優位性をど

うやって確保するかです。

（Ｖ）競争力の源泉がどこにあるかといわれ

れば、やっぱりこの世界も基本は「人」だと

いうことになりますね。

（Ｆ）賛成。でもちゃんとした人はめったに

いない世界ですよ。技術の分かっている人で

ビジネスが分かる人は本当にいない。

（Ａ）ビジネスの専門家とＩＴの専門家がい

て、非常に意思疎通が悪いというのが現状だ

と思います。ただし、これはアメリカでも同

じですよ。ビジネスの専門家だけが集まって、

ＩＴの専門家を雇って仕事をしているけど、

技術のことはまるで分かっていない。結局、

ビジネスとＩＴの両方が分かる人材が不足し

ているんです。

（Ｊ）大勢のベンチャー起業家に取材しまし

たけど、ほとんどの人が「コマンドー」にと

どまっていて、会社の規模が拡大するとボロ

が出てしまう。ごくまれにビル･ゲイツのよ

うなのがいて、会社の変化に合わせて「将軍」

に、それから「官僚」に変身できる経営者が
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いる。かつてのソニーやホンダもそうだった

と思うんです。彼らを大物に育てていく、と

いうのも周囲の責任ではないかと。

（Ｖ）うちは正社員が3人で、あとは学生た

ちと契約して請け負いベースで仕事してます。

彼らに対し、こっちは大人で向こうは若者と

いう態度で接していると、愕然とすることが

多い。「あんたに雇われたいとは思わない」

みたいなことをハッキリ言う。それで気づい

たんだけど、双方が納得するような関係を作

らないと、仕事をすることができない。そう

いうWin-Winの関係を作ることが大事なのか

な、と感じています。

●ＩＴ革命は社会をどう変えるか

（Ｅ）最後に現在のＩＴ革命は、どこまで社

会を変えると思われますか。

（Ｖ）私もこの世界が長いんですが、この前、

ヨドバシカメラでコンパックを買ったら、ス

ペックがなんと30ギガですよ。私が12年前に

データ処理業を始めたとき、使ったＩＢＭ

3090という巨大なマシンが15ギガでした。当

時5億円もしたんですよ。今じゃコンパック

が11万円。スゴイ変化だと思いませんか？

（Ｅ）ブッシュさんの親父が大統領になった

ときと今はこんなに違う(笑い)。

（Ｂ）それは確かにすごいけど、しょせんは

値段の問題という気もする。「ＩＴ革命は産

業革命に匹敵する」という声が最近は多いけ

ど、本当はそれほどではなくて、「鉄砲伝来」

くらいではないかと。

  つまり産業革命は、株式会社の誕生など、

本当の意味で人々の生活を変えてしまった。

鉄砲伝来はすべての人の生活を変えるほどで

はなかったが、結果的には乱世を早く終わら

せるなどの効果があった。それにしたってス

ピードは速いので、種子島に鉄砲2丁が到着

したのが1543年。それを見様見真似で作って

いたら、1575年には長篠の合戦で3000丁の鉄

砲が投入され、1600年には関が原で乱世はほ

ぼ終わりです。今はもっと早いから、向こう

10年くらいで変化が完結するかもしれない。

（Ｊ）私はもう少し大きな変化だと思ってい

て、要するに革命というくらいだから主権者

の交代があるのではないか。というからには、

総理大臣が軽々しく「ＩＴ革命」というのは

いかがなものかと(笑い)。

　つまり本気で革命を起こすつもりであれば、

過去の価値観の否定や社会全体の痛みも許容

する覚悟が必要なはずなんです。偉い人が単

にパソコンに触れてみる、というだけではな

くて、フラットな組織を実現するためにお供

を連れないで歩くとか。本気で変わろうとし

ている人がどれだけいるのか。

（Ｅ）先日、外国人に日本経済の現状を説明

していたら、「おいおい、何か明るい話題は

ないのか」と聞かれました。ちょっと考えて、

こんなふうに答えました。最近、『ネット企

業―あのバカにやらせてみよう』というノン

フィクションが出た3。この本によれば、1990

年代の日本ではベンチャー起業家たちが大勢

現れて、たくさん失敗した。それでもダイヤ

ルＱ2で失敗した人の経験が、ｉモードの成

功には活かされている。つまり、90年代に失

敗体験を積み重ねたことは、21世紀の日本に

とってとても明るい材料ではないか。――と

いうことを結論にしたいと思います。

  今日は有益な話をたくさん聞かせていただ

き、ありがとうございました。

                                                       
3 岡本呻也著、文芸春秋
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 ＜今週の “The Economist” から＞

  "The drift in Japan” November 4th, 2000 Cover Story

 「漂流する日本」（p17-18）

 

 ＊巨大な滝壷の間近に、小さな帆掛け舟が浮いている。乗っている人はのどかに釣り糸を

垂れている。今週号の”The Economist”誌の表紙はショッキングである。

 ＜要約＞

 自民党の老指導者たちにはもとより期待すべくもない。その自民党の標準から見ても、

森政権はいささか難ありである。党内には反乱分子がおり、新聞は批判し、唯一の盟友中

川官房長官は女性＆金銭問題で追われた。自民党の将来展望は暗い。

 さらに問題なのは日本の病める危険な経済である。回復は今も脆弱で、弱い銀行、デフ

レ懸念、政府部門の債務、信用の失墜にさいなまれている。重要な改革は遅れており、せ

っかくやってきたことさえリスクにさらされている。金融再生担当の大臣は今年だけで4人

目。現職の相沢氏はなんと81歳だ。

 さらに政府の正統性自体に問題がある。連立政権は全体の負託を得ていない。都市の3倍

の票を持つ地方住民が、税制や保護貿易に守られている。高齢者が若者を犠牲にして雇用

や年金を守っている。生産者が優位、消費者は無視。土建国家は関空のように沈みつつあ

る。

 ではどうしたらいいか。いい時代には、コンセンサス方式が日本人を結び付けた。悪い

時代には、行動を遅らせることになる。誰も責任を取らず、誰も取る必要を感じていない。

森首相を責めても意味がない。自民党の真の権力者はほかの場所にいるのだから。

 野党も明確な代替案を示せていない。最大野党の民主党は自民党ＯＢばかり。多数派で

はない自民党は、共産党以外の誰とでも連立して政権を維持してきた。希望があるのは自

民党内部で改革を目指す加藤紘一や、もっと若い塩崎恭久あたり。だが選択肢が見えない

ままに、既成政党に飽きた有権者は、独立派の候補者を選ぶか、棄権してしまう。

 政権を維持するためには、自民党は選挙制度の変更でもなんでもやる。ゆえに規制緩和

が進まない。政治家はものごとを変えられない。

 海外の懸念は、石原慎太郎のような国粋派が浮動層を掴んで権力を握ることだ。もっと

も中国の脅威もあり、日本は海外への関心を失うことはなさそうだが。より現実的なのは、

政治秩序に新たな線引きを行うことだ。そのためには大胆な行動が必要だが、リスクを取

ろうとする人がいない。そのおかげで自民党が生き長らえている。かつては構造改革に着

手したのだが、金融不安と不況のために止めてしまった。今こそそれが必要なのに。
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 ＜From the Editor＞ 飛び交ったメール

 

  11月8日、筆者の周辺ではこの件だけについて30本以上のメールが飛び交いました。「ア

メリカおたく」の仲間をつなぐメーリングリストでは、マスコミ関係者が多かったことも

あって、いやもう大変な騒ぎ。

・フロリダはゴア！ということはゴアか？（09:52）

・ペンとミシガンもゴアがとったのでもう決まりですね。11時過ぎに当確でしょう。（10:52）

・大変！フロリダでのゴアの勝ちはＣＮＮの誤報！各社ＣＮＮにのっていました。ＣＮＮは「判

定できず」に訂正しこれで行方は混沌か？（12:05）

・こりゃあ完全に写真判定になりそうですね。（15:24）

・開票直後にフロリダでゴア当確を打ったＶＮＳの責任は大きいですね。（15:52）

・ フロリダがブッシュの勝ちが出ました。ブッシュ大統領誕生ですね。（16:26）

・ なんだかフロリダの開票がおかしかったらしく、やり直すとの未確認情報あり。（17:51）

・ ン？　ＭＢＳ、ＣＮＮがブッシュ勝利を撤回しましたよ。もう、紙面は滅茶苦茶です。（18:07）

・ あれ、ＮＨＫが当確取り消しを伝えていますね。こんなのってあり？ＣＮＮでフロリダの開

票を見ていると面白いですよ。（18:20）

・ ゴアがブッシュに電話して伝えた祝意を撤回する電話をもう一度したそうですね。だんだん

「嘘みたいな本当の話」の様相を呈し始めまてきましたね。（18:27）

・ 今ＣＮＮのホームページでフロリダの100％の結果が出たけど200票差くらいですよ。（18:41）

・ ＣＢＳが100％で6000票差です（18:51）

・ 得票差が0.5％以下の場合Recountなんていうのはフロリダだけの話なんでしょうか？大統領

選でもやっぱりState Ruleが優先してしまうなんて、にわかに理解し難い部分があります

が．．．。（18:51）

・ 要はただの大接戦だったというだけの話で、マスコミが勇み足で当確打ったり引っ込めたり

するから話が混乱しているわけですね。（21:34）

・ 総得票数ではゴアが20万票の勝ち。それよりもフロリダ州2000票の負けの方がものをいうこ

とになる。世界最古の選挙制度にとって歴史的瞬間といえるでしょう。（01:06）

・ 今回の選挙は一票の重さを痛感させました。それにしても地元テネシーさえ獲ってればゴア

が楽勝だったでしょうに・・（10:29）

　小さなメディアながら、本誌も右往左往しました。今週号では「ＸＸ新大統領の仕事」

と題してお送りするつもりでした。11月8日午前にはＸＸをゴアで考え、午後にはブッシュ

で考え直し、夜になって途方にくれました。

  これは金曜日になっても決着しないと踏んで、急きょ企画を差し替えることにしました。
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米国大統領選挙ファンとしては、非常に残念な事態です。ひょっとして、この件に関する

本誌の言及を期待してくれた読者もいたかもしれませんが…。

  来週号までに事態が決着していることを切に祈っております

 編集者敬白

 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

l 本レポートの内容は担当者個人の見解に基づいており、日商岩井株式会社の見解を示すものではありませ

ん。ご要望、問合わせ等は下記あてにお願します。

日商岩井ビジネス戦略研究所 吉崎達彦  TEL:(03)3588-3105  FAX:(03)3588-4832

E-MAIL: yoshizaki.tatsuhiko@nisshoiwai.co.jp


